
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２１年 ４月３０日現 在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要： 

 「構成主義的政治理論」に基づく具体的政治分析を進めるために、本研究ではまず国内研究会

を重ね、その上で、２００７年度日本政治学会研究大会において「構成主義的政治理論の可能

性」分科会を組織した。これらの議論を踏まえ、２００８年５月末には、この分野における先

進的研究者を世界各国から招待して国際シンポジウムを開催した。これらの議論の成果は、研

究代表者と研究分担者による個別論文の執筆に加え、小野が編集責任者となった『日本政治学

会年報 ２００６年度第２号』（２００７年３月刊行）と、『比較政治叢書 構成主義的政治理

論の研究』（２００９年１０月刊行予定）という２冊の論文集となって結実した。 

 この結果、構成主義的政治理論に基づく具体的政治現象分析は一定程度進展した。２００５

年９月に行われたドイツ連邦議会選挙の結果分析や、小泉政権分析などがその成果と言える。

ただし理論の全体構造の点からすると、まだ理論的に探究するべき問題は残っており、それら

の残された課題は、上記国際会議の中でも確認されている。 
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１．研究開始当初の背景 
 
 哲学における「言語論的転換」を発端とし

て、社会学などの領域で「構成主義」が勃興
し始めたのは１９８０年代からである。そし
て政治学の隣接領域である国際関係論にお
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いて「構成主義理論」が注目を浴び始めたの
は１９９０年になってからであった。そして
２０００年代にはいると、政治学においても
「新制度論への批判」の形で「構成主義的政
治理論」が形成され始めている。ただしそれ
はまだ断片的な形でしか提示されておらず、
それらに基づいた経験的分析の作業は未展
開のままであった。本研究は、その状況を克
服していくための、我が国の政治学における
最初の試みである。 
 
２．研究の目的 
 
 まだ未展開なままに止まっている「構成主
義的政治理論」の全体的構図を見通すために、
まず「先進諸国の総選挙分析」という明確な
分析対象を設定して、構成主義的政治理論に
よる分析可能性を検証する。そしてその分析
を通じて本理論の有効性を確認し、かつその
更なる理論的彫琢のために検討するべき理
論問題を明確にすることが、本研究の目的で
あった。 
 
３．研究の方法 
 
1)国内研究会や学会報告を積み重ねながら、
構成主義的政治理論の全体像を模索すると
ともに、経験的分析に対するその有効性を検
討した。具体的には、まず国内研究会を重ね、
構成主義的政治理論の全体像の明確化を図
るとともに、実証的分析に対するその適用可
能性をも検討した。なお、法哲学や法社会学
など他の領域の研究者の業績をも検討する
ことによって、視野の拡大をも図った。その
上で、２００７年度日本政治学会研究大会に
おいて「構成主義的政治理論の可能性」分科
会を組織した。そこでは、研究代表者の小野
がオーガナイザーとなり、分科会の司会を務
めた。そして研究分担者のうち、鈴木と近藤
が報告を担当し、同じく研究分担者の田村が
討論者となった。それ以外に、名古屋大学法
学研究科の若手研究者を報告者に抜擢する
とともに、政治理論研究者の杉田敦法政大学
教授を討論者に迎えて、構成主義的政治理論
の現状に関する実り多い討論を行った。 
2)それらの研究の成果は、適宜雑誌論文や論
文集の形で刊行し、日本の学界内部での討論
の材料を提供した。第１年次のまとまった研
究成果としては、研究代表者の小野が編集責
任者となって刊行された『年報政治学 ２０
０６年度第２号』（木鐸社、２００７年３月
刊行）を挙げることができる。この年報の特
集名は「政治学の新潮流」であり、構成主義
的政治理論はまさにこの名にふさわしい新
しい研究動向として、この政治学会年報にお
いて紹介され検討されている。 
3)これらの研究を踏まえ、第３年次にはこの

領域における世界の最先端の研究者を招待
して「国際研究会議」を開催し、これまでの
研究の成果をまとめるとともに、残された理
論的課題を明確化する作業を行った。具体的
には、２００８年５月末に、この分野におけ
る先進的研究者を世界各国から名古屋へ招
待して国際シンポジウムを開催した。研究者
の具体名としては、既存の３制度論を批判し
つつ、独自の言説的制度論を提唱しつつある
Ｖ・シュミット教授を米・ボストン大学から、
同じく構成主義理論を検討しているＭ・ブラ
イス教授を米・ジョンズホプキンス大学から
招待した。その他オーストラリアとデンマー
クからも研究者を招待して、世界の政治学界
における最先端の研究動向を報告してもら
うとともに、日本側の研究者も全員が英文ペ
ーパーを用意して討論を行った。それに加え
て、構成主義的政治理論に関心のある若手研
究者を日本全国から招待して「各セッション
の討論者」を担当してもらい、討論の活性化
に努めた。その結果、海外からのゲストも高
く評価する世界的水準の研究会議を開催で
きたと自負している。ただし、構成主義的政
治理論の全体像は未だに不明確で、参加者が
それぞれの分野で更に検討を進めるべきこ
とも確認された。なおこれらの議論の成果は、
研究代表者と研究分担者による個別論文の
執筆に加え、『比較政治叢書 構成主義的政
治理論の研究』（ミネルヴァ書房、２００９
年１０月刊行予定）という新たな論文集の形
となって結実する予定である。 
 
４．研究成果 
 
1)小泉政権分析やドイツ連邦議会選挙分析
などの具体的政治現象分析においては、構成
主義的政治理論の有効性を確認することが
できた。その成果は、研究代表者である小野
のいくつかの論文によって公表されている。 
2)「政治学の３層構造」に対応した「構成主
義的政治分析の３層構造」の解明、という点
で、本理論の発展の方向性を明らかにした。
この点については、研究分担者である近藤の
論文などで公表されている。 
3)言説的制度論や、批判的実在論といった、
今日の政治学理論における最先端の研究動
向と、構成主義的政治理論との関連性を見い
だすことはできたが、その理論的解明につい
ては未解決のままに止まった。その具体例を
いくつか挙げておこう。まず第１に、構成主
義的政治理論の存在論 Ontology が、実在論
なのか名目論なのかという点についての整
理がまだ最終的に出来ていない、という点で
ある。一方で「言語によって認識が構成され
る」という名目論的傾向性を有しつつも、他
方で主体の認識の外部に存在する実在を否
定することは出来ない。従ってこの両者をい



 

 

かに「一つの政治理論」として統合するかが
問われているのである。第２の問題は、構造
と主体との相互作用性の検討である。この点
については、既にＡ・ギデンズの「構造化論」
という先駆的業績があるが、最近ではそれに
加えてＭ・アーチャーなどの「分析的リアリ
ズム」アプローチや、Ｂ・ジェソップによる
「戦略論的アプローチ」などの最新の業績も
登場している。これらの成果を摂取しつつ、
いかにして包括的な政治理論を構築するか
が問われているのである。これらの論点は、
今後の研究課題として残されている。 
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